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 安全な道路交通を確保するため、正確かつ即時に吹雪発生状況を把握する必要がある。過年

度の取り組みから、車載型カメラ画像収集システムを用いることで、冬期道路の維持管理にも

寄与する事が出来るとされている。本論文はこれらを活用した昨年度の試行内容とその結果に

ついて報告するものである。 
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１．背景・目的 
 北海道開発局釧路開発建設部管内では、吹雪による道

路の通行止めが多い。安全な交通空間を確保するために

吹雪が原因となる通行止めを判断するため、正確かつ即

時に吹雪発生状況を把握することが極めて重要である。

道路パトロール車両の運転手から口頭で状況を把握する

ことは可能だが、運転手の経験や主観により差異が発生

するため、正確な状況把握は困難である。この課題を解

決するため、北海道開発局釧路開発建設部では、道路パ

トロール車両に設置した車載カメラ画像収集システムで

データを蓄積し、定量的に視程障害多発箇所を抽出した
1)。さらにそのデータから視程障害多発箇所を明示した

地図を作成し、通行止め発生時の基礎資料としての活用

を検討した。今回その取り組みの発展として円滑な情報

共有に着目し、車載カメラ画像収集システムによる即時

把握サイトの取り組みとその活用事例について報告する。 

 

２．車載カメラ画像収集システム 

吹雪による視界状況を正確に把握するため、北海道大学

の萩原ら2)の技術を用いた。吹雪による視程障害が発生

すると画像のコントラストが小さくなることに着目して、

画像のコントラストを周波数ごとに計算し、画像評価値

WIPS（Weighted Intensity of Power Spectra）を算出する。

画像評価値WIPSは図1のとおり、コントラストが小さけ

れば小さいほど画像評価値WIPSの値も小さくなる。この

技術を用いて定量的かつ正確に吹雪視界状況を把握する。 

システムのイメージを図2に示す。道路パトロール車両

には、小型PC、GPSセンサー、カメラを設置する。GPSセ

ンサーとカメラはUSBで小型PCに接続し、10秒毎に静止

画像とその位置情報を取得する。小型PCにて画像のコン

トラストから画像評価値WIPSを算出し、位置情報、視界

情報（WIPS）、画像を4GLTE回線でサーバーへ逐次、送

信する。そして、サーバーに送信された情報は即時に

Webサイトで共有される仕組みである。令和5年度は弟子

屈道路事務所管内1台、中標津道路事務所管内4台、根室

道路事務所1台の合計6台の道路パトロール車両に設置し、

吹雪視界状況をWebサイトにより共有した。対象区間を

図3に示す。 

 

 

 

 

 

図1 画像評価値WIPSによる視界レベルの分類 

図2 車載カメラ画像収集システムのイメージ 
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３．即時把握サイトの活用 

３.１ 即時把握サイト 

 サーバーに送信された車載カメラ画像と吹雪視界状況

の定量評価結果を即時把握サイトで共有した。画像の取

得位置を地図上にプロットし、吹雪視界状況の定量評価

結果は、視界レベル1（■：視程500ｍ以上）、視界レベ

ル2（■：視程200～500ｍ）、視界レベル3（■：視程

100～200ｍ）、視界レベル4（■：視程100ｍ未満）の4

つに分類して表示した。令和6年1月26日10時47分から11

時52分に国道244号KP78.0（根北峠付近）～KP95.7（標津

町市街地）付近まで走行した記録を図4に示す。KP78.0

～KP81.5までは主に視界レベル1（■：視程500ｍ以上）

であったが、KP81.6からKP85.0までは局所的に視界レベ

ル4（■：視程100ｍ未満）の視程障害が発生していた。

図4の左上部にKP84.3で取得した画像を表示しており、

前方の視界がホワイトアウト状態になっている状況がわ

かる。このようにして吹雪による視界状況をリアルタイ

ムで正確に把握することが出来る。 

 

３.２ 即時把握サイトの活用状況 

 即時把握サイトのどこに利点を感じているかを把握す

るためのアンケートを行った（図5）。その結果として

は、円滑で正確な情報共有、CCTVカメラ未設置の区間を

補うための代替用カメラとしての活用、過去データの利

活用の3点がメリットになると考える。その詳細につい

て下記の（１）～（３）に整理する。 

 

（１）円滑で正確な情報共有 

従来は電話による共有か、スマートフォンで動画を撮

影し、SNS等による情報共有が一般的で、道路管理者が

現地の状況を逐次に把握することは困難であった。本シ

ステムを活用することで逐次状況が共有され、道路管理

者と国道の年間維持業者間の情報共有が円滑になる。特

に閲覧数の多かった弟子屈道路事務所へヒアリングした

ところ、「サイトを閲覧し、吹雪状況の把握に活用して

いた」とのことであった。また、スマートフォンで吹雪

状況を撮影するためには、車を停車して、場合によって

は車外に出て撮影する必要があるが、視界状況が著しく

悪いため、追突事故等に巻き込まれる可能性が懸念され

る。本システムを活用することでスマートフォンによる

撮影が不要になり、道路パトロール車両運転手の安全性

向上も期待される。 

（２）CCTVカメラ未設置の区間を補うための代替用カメ

ラとしての活用 

 今回のシステムを活用することにより、CCTVカメラ未

設置区間を補うための代替用カメラとして線的に状況を

把握することができる。また、CCTVカメラは地上から

10mほどの高さに設置されており、これはドライバー目

線の高さと異なっているが、本システムはドライバー目

線の高さにカメラが設置されているため、よりリアルな

状態での現場把握が可能となる。 

（３）過去データの利活用 

 過去データの利活用については、釧路開発建設部内で

の情報共有や広報資料として活用する機会があり、従来

は道路パトロール車両運転手へ撮影が指示されていた。

本システムを活用することで代替できる場合もあり、前

述のとおり、道路パトロール車両運転手の安全性向上や

負担軽減も期待できる。また、令和元年度から令和4年

度まで、画像をダウンロードするためにはサイト左上部

の画像から１画像ずつ保存する必要があり、道路事務所

から一括ダウンロード機能を実装してほしいとの要望が

あった。そこで令和5年度より実装し、図4の場合、地図

図3 対象区間 
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図4 令和6年1月26日10時47分からの走行記録 

図5 即時把握サイトの利便性（複数選択可） 
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上にプロットされている令和6年1月26日10時47分から11

時52分の画像を一括で取得できるようにした。 

 

３.３令和5年度冬期の通行止めと閲覧数 

 令和5年度は令和5年12月26日から令和6年3月13日まで

サイトによる情報共有を行った。ログインIDを設定する

ことにより、道路事務所別の閲覧数を把握した。令和5

年度冬期に釧路開発建設部管内で発生した通行止めを表

1に示し、車載カメラ画像収集システムを搭載した道路

パトロール車両が維持管理する区間が含まれている場合

を赤字とした。通行止めは令和6年1月25日から27日、令

和6年2月27日から28日に延べ13区間で通行止めが発生し、

そのうち、7区間では試行的に車載カメラ画像収集シス

テムを搭載した道路パトロール車両が維持管理する区間

が含まれていた。日別の閲覧数を図6に示す。主に、令

和5年12月26日～28日、令和6年1月22日～27日、令和6年2

月27日～3月1日に閲覧数のピークがあり、弟子屈道路事

務所の閲覧数が特に多かった。1日あたりの最多閲覧数

は、弟子屈道路事務所の令和5年1月25日の130回であっ

た。令和6年1月22日～27日、令和6年2月27日～3月1日に

ついては、表1に示しているように、悪天候時から通行

止めが発生していたタイミングと概ね一致しており、通

行止めが発生しうる気象条件のときに閲覧数が増加して

いる傾向にあることから、道路管理者と国道の年間維持

業者間における吹雪による通行止め判断の材料として使

用されていることがわかるため、冬期の道路維持管理に

おいて有用なシステムだと考えられる。 

３.４ さらなる活用可能性の検討 

 車載カメラ画像収集システムは令和元年度から設置し、

各年度で即時把握サイト閲覧者から意見を収集している。

これまでに把握した意見より、活用可能性を検討した。

その詳細について下記の（１）～（３）に整理する。 

（１）防災関連資料 

 防災関連資料の項目で地吹雪となっている区間は、図

7のように写真が整理されている。悪天候時の写真の収

集は困難であるため、、図8に示すように車載カメラ画

像収集システムで取得した吹雪時の画像を活用し、整理

することが可能となる。 

 

弟子屈道路事務所 

1/25 130回 

1/26  97回 

弟子屈道路事務所 

2/27 34回 

2/28 62回 

表1 令和5年度冬期に釧路開発建設部管内で発生した通行止め（赤字：本システム搭載の道路パトロール車両が維持管理する区間） 

  開始日時～終了日時 国道 規制区間 延長 理由 

1 
2024/1/25 03:30～2024/1/27 14:00 

（区間変更：2024/1/25 09:00～） 
244 

斜里町字豊倉～標津町伊茶仁 

（変更後：斜里町越川～標茶町伊茶仁） 48.0km（36.5km） 
吹雪のため 

2 
2024/1/25 04:30～2024/1/26 08:30 

（区間変更：2024/1/25 07:30～） 
335 

羅臼町幌萌町～羅臼町忠類 

（羅臼町峯浜町～標津町忠類） 6.6km（30.4km） 
吹雪のため 

3 2024/1/25 15:25～2024/1/26 15:30 334 羅臼町栄町～羅臼町湯ノ沢町 2.7km 雪崩のため 

4 2024/1/25 17:30～2024/1/26 13:00 243 美幌町古梅～弟子屈町ウランコシ 19.6km 吹雪のため 

5 2024/1/25 18:00～2024/1/26 10:00 241 弟子屈町字奥春別～釧路市阿寒町オクルシベ 24.8km 吹雪のため 

6 2024/1/25 22:00～2024/1/26 06:00 272 別海町西春別～中標津町南中 18.8km 吹雪のため 

7 2024/1/25 22:00～2024/1/26 06:00 272 中標津町俵橋～標津町南八条西 13.2km 吹雪のため 

8 2024/1/25 22:00～2024/1/26 09:00 391 弟子屈町美留和原野～小清水町野上峠 29.3km 吹雪のため 

9 2024/1/26 01:00～2024/1/26 08:00 243 弟子屈町弟子屈原野～標茶町虹別 13.2km 吹雪のため 

10 2024/1/26 01:30～2024/1/26 05:00 243 標茶町虹別原野～別海町西春別 8.3km 吹雪のため 

11 2024/2/27 17:30～2024/2/28 12:00 243 美幌町古梅～弟子屈町ウランコシ 19.6km 雪崩の恐れ 

12 2024/2/27 22:30～2024/2/28 16:30 243 弟子屈町仁多～標茶町虹別 12.3km 吹雪のため 

13 2024/2/28 11:15～2024/2/28 15:00 391 弟子屈町跡佐登原野～小清水町水上 12.4km 吹雪のため 

図6 令和5年度冬期の閲覧数の推移 

 

図7 防災関連資料（地吹雪）で整理されている写真 

 
図8 車載カメラ画像の活用案(左:晴天時,右:吹雪時) 
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（２）通年での運用 

 車載カメラ画像収集システムは先述のとおり、GPSが

搭載されていることから、リアルタイムで道路状況を把

握することが可能である。吹雪に限らず夏期も活用の場

面はあり、通年での運用も可能と考える。 

（３）除雪車への車載カメラ画像収集システムの設置 

 除雪車と道路パトロール車両では車載カメラを設置す

る高さが異なるため、視界状況も異なるのではないかと

の指摘があり分析したが、吹雪時の画像が少なくて十分

な分析をできなかった1)。そこで令和5年度は、視線誘導

柱にタイムラプスカメラを設置し、高さによる視界状況

の違いについて分析を行った。カメラの設置状況を図9

に示す。カメラは道路パトロール車両における車載カメ

ラ設置位置と除雪車における車載カメラ設置位置を想定

し、1.5mと2.7mの高さに設置してデータを蓄積した。

2.7mの高さに設置したタイムラプスカメラで取得した画

像のWIPS値をx軸に、1.5mの高さに設置したタイムラプ

スカメラで取得した画像のWIPS値をy軸にした散布図か

ら視界状況の比較を行った。その結果を図10に示す。

WIPSが7.0以上の時は高さに寄らず、概ね一致していた。

一方でWIPS7.0未満の時は、2.7mのタイムラプスカメラ

で撮影した画像のほうが、ややWIPS値が高い傾向であっ

た。低い地吹雪が発生した際に、除雪車の視界状況の方

が良い可能性が考えられる。 

 

 ４．まとめ 

 道路管理者と国道の維持業者間における円滑な吹雪状

況の共有に向けて、車載カメラ画像収集システムを活用

し、画像と視界状況の即時共有を図った。共有したWeb

サイトの閲覧数を整理した結果、悪天候時に閲覧数が増

加する傾向にあることから、国道の通行止めを判断する

際の道路管理者と国道の維持業者間の情報共有のツール

として有用であると考える。また、取得したデータは、

リアルタイムで情報共有する以外にも防災関連資料など

の場面で活用が期待できる。さらに、CCTVカメラのみで

は局所的に発生する吹雪を把握しきれないことから、未

設置の区間を補うための代替用カメラとして車載カメラ

画像収集システムの活用は有用と考える。 

一方、本システムを運用するにあたり、夜間の視界判

定の精度、動画の閲覧に課題がある。夜間は遠方が見え

づらく、対向車の前照灯による白飛びの影響も受けやす

く、精度が落ちる。また、吹雪の状況をより正確に把握

するため、動画の閲覧を希望する声があったが、サーバ

ー容量の圧迫、通信料金の増額、車載PCのスペック上の

制約の問題を改善する必要がある。今回の取り組みを踏

まえ、有用性の確認が出来たことから、釧路開発建設部

管内全域の道路パトロール車両へ搭載できるようエリア

を広げていきたい。 
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図9 カメラの設置状況 

図10 視界状況の高さによる比較 


